
 
 

   
〔〔ははじじめめにに〕〕  

 前回はインターンシップ等のプログラム

内容や選考との関係、学生の志望度を上げ

るインターンシップ等のプログラムなどに

ついて解説しました。今回は採用選考につ

いてです。インターンシップ等を採用活動

に使う企業が増えたことによって、採用活

動のスケジュールは大きく変わりました。

今回はインターンシップ経由の早期選考と、

それ以外の選考スケジュールの違いと、選

考方法について紹介します。 

 

〔〔イインンタターーンン参参加加者者のの６６割割がが本本選選考考にに〕〕  

インターンシップの採用選考化が正式に

認められた 2025 年卒から、企業の採用活動

の早期化が進んでいます。大学受験では年

明けの大学入学共通テストや一般選抜を待

たずに、年内に実施する学校推薦型選抜や

総合型選抜のことを「年内入試」と言い、今

では年内入試で入学する大学生が半数を超

えています。大学生の就職活動でも同様の

ことが起きています。26 年卒対象の採用活

動は、大学３年、修士１年の秋から冬にかけ

て選考を実施する企業が大幅に増え、年内

に内々定を出す「年内選考・年内内定」元年

と言えそうな状況になりました。 

図表１は、過去４年間の 12 月以前に学生

が受けた選考別受検率と内定率です。イン

ターンシップが定義される以前の 24年卒は、

12 月以前の受検率が各選考とも 10％台で、

第 2回 選考スケジュールは 
早期選考と一般選考の二重化に 
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○ 選考は早ければ大学３年８月上旬から 

○ インターンシップ参加者の早期選考組は 24％が年内に内定獲得 

〇 １次面接の 77％はＷｅｂ面接、最終面接は 77％が対面面接 

＜図表１ 12 月以前の選考別受検率と内定率＞ 

（日経ＨＲ「内定者調査 2025 年版」（2025年９月）） 
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内定率は 9.7％。コンサルティングなどの外

資系企業やＩＴ企業の一部が年内に内定を

出すにとどまっていました。ところが、イン

ターンシップが定義され、参加者情報を採

用活動に利用することが可能になった 25年

卒から早期化が進み、各選考は 20％を超え

てきました。 

26 年卒になると選考時期はさらに早まり、

12 月下旬までの受検率はエントリーシート

（ＥＳ）が 25 年比 10.3 ポイント（pt）増の

36.3％、筆記試験が同 11.3pt 増の 31.8％、

面接が 11.7pt 増の 32.4％、内定率は 7.7pt

増の 19.3％でした。選考すべてで 10pt 以上

の伸びを示しています。これだけ急激に早

期化が進んだのは、インターンシップ経由

の早期選考が一般化しつつあることを示し

ています。 

 

〔〔早早期期選選考考はは 1122月月下下旬旬にに内内定定 2244％％〕〕  

次に３年８月から翌年７月までの選考別

受検率と内定率を、インターンシップに参

加した学生のうち早期選考の案内があった

学生を「早期選考」とし、それ以外を「一般

選考」として分けて見てみました。図表２の

青系折れ線が「早期選考」、赤系折れ線が「一

般選考」です。グラフでは、筆記試験はＥＳ

とほぼ同時期なので除外しました。 

 まずは、早期選考の選考時期を見てみま

しょう。最も早いエントリーシート提出と

面接受検時期は８月上旬。ＩＴ系企業など

が実施していました。10 月に入ると勢いが

増し、12 月下旬までの受検率は、ＥＳが

51.7％、面接 43.2％。内定率は 24.2％と、

早期選考組の４人に１人が年内に内定を得

ています。国の指針にある選考開始時期直

前の２月下旬には、ＥＳ90.1％、面接 86.8％。

内定率も 64.6％に上昇し、３月下旬には

90％を超えていました。早期選考組の中に

は、４年生になる前に内々定を得て、就活を

終えている人もかなり存在していることが

分かりました。 

 

〔〔一一般般選選考考はは３３月月前前にに内内定定 4400％％〕〕  

続いて、インターンシップ経由の早期選

考以外の選考日程である、「一般選考」を見

てみましょう。選考のスタート時期につい

ては、フードサービス・専門店が８月上中旬

から選考を始めており、早期選考と同時期

でした。ただ、12 月下旬までの受検率では、

ＥＳ26.2％、面接 25.3％で、内定率は 16.1％。

早期選考に比べるとそれぞれ 25.5pt 減、

17.9pt 減、8.1pt 減でした。２月下旬にはＥ

Ｓが 58.3％にまで上がり、面接も 54.2％と

半数を超え、内定率も 40.2％に高まってい

＜図表２ 早期選考と一般選考の受検率と内定率＞ 

（日経ＨＲ「内定者調査 2025 年版」（2025年９月）） 
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ます。面接解禁の６月上旬に

は内定率も９割を突破しまし

た。 

現在進行中の 27年卒もイン

ターンシップ経由の早期選考

が加速しており、キャリタス

の調査では 26年 1月 1日時点

の内定率は前年同期比 6.7pt

増の 34.6％でした。このよう

に、インターンシップ経由の

早期選考と、それ以外の一般

選考の２つの選考日程が動いており、早期

選考のさらなる早期化が進むでしょう。今

後は一般選考での採用人数が減り、早期選

考の採用人数が増え続けると思われます。 

 

〔〔選選考考方方法法ははＷＷｅｅｂｂがが残残るる〕〕  

選考日程には大きな変化が見られるもの

の、ＥＳ、筆記試験、面接という選考方法は

変化がありませんでした。ただ、筆記試験と

面接については、新型コロナウイルス禍で

普及したＷｅｂ選考が残っています。 

26 年卒を対象にした筆記試験ではＳＰＩ

を自宅で受検できる「ＷＥＢテスティング」

（20.7％）が最も多く、次がＷｅｂカメラで

受検者を監視するテストセンター方式

（17.1％）、３番目がリアル会場で受検する

テストセンター方式（12.8％）で、「玉手箱」

（10.4％）、「Ｗｅｂ－ＣＡＢ（ウェブキャ

ブ）」（7.2％）、「Ｗｅｂ－ＧＡＢ（ウェブギ

ャブ）」（4.3％）、「企業オリジナル試験」

（10.6％）で８割を占め、Ｗｅｂ上で受ける

テストが６割を超えました（図表３）。 

面接もＷｅｂ形式が定着しています。Ｗ

ｅｂ形式は１次では 76.9％で、２次でも

61.0％を超えています。それが、３次・最終

になると 23.3％に急減し、対面形式が

76.7％と逆転します。このように、新型コロ

ナの５類移行後もＷｅｂ形式の選考は残っ

ています。企業は手間やコストの面から、b

Ｗｅｂを活用した採用活動を継続していま

す（図表４）。次回は「人工知能（ＡＩ）サ

ービスによる影響と、学生の入社意欲を高

める選考活動」について紹介します。

 

≪執筆者プロフィール≫ 渡辺 茂晃 （わたなべ しげあき） 
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＜図表４ 段階別面接形式＞ 

（日経ＨＲ「内定者調査 2025 年版」（2025年９月）） 
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＜図表３ 筆記試験の種類＞ 

（日経ＨＲ「内定者調査 2025 年版」（2025年９月）） 
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